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下肢静脈瘤は、その名前の通り、足（特にふくら

はぎ）の静脈がぼこぼことこぶ状（数珠状）に目立っ

てくる病気（図1）です。見た目に分かりやすく、ま

た軽症のものも含めれば成人の40%以上が罹患し

ている病気ともいわれるためか、古代エジプト（紀元

前1500年）頃から静脈瘤が認知されていた記録が

残っています（図2）。

この病気は、静脈の中にある逆流防止弁（静脈弁）

が壊れることによって起こります。足の血液が心臓

に還りにくくなり、足に血液が滞りがち（うっ血）に

なりますので、結果として静脈に血液が充満して怒

張して前述のような見た目の変化が現れるわけです。

静脈弁が壊れる原因として、立ち仕事などの生活環

病気や怪我で入院した患者さんは、治療が済むと
退院になりますが、体力の低下や障害、後遺症など
によって直ぐに生活に戻ることができない方にはリ
ハビリが重要になります。リハビリは急性期病棟か
ら治療と並行して行いますが、退院に当たってより
高い能力を獲得し、生活環境を整備する目的として
地域包括ケア病棟に移り、期間限定でリハビリをし
て安心して退院できるよう準備します。
地域包括ケア病棟の患者さんは急性期病棟から移
る方ばかりでなく、自
宅や施設で生活してい
て体調を崩した方や他
病院から転院される方
もおられ、皆さんがご
希望の退院先に行ける
ようリハビリのお手伝
いをします。

患者さんが入棟すると、まず
患者さんやご家族のご希望を
伺った上で具体的なリハビリ
達成目標とおおよその期間を

掲げ、それに向けたリハビリを行います。
内容は、関節の動きを良くしたり筋力をつける
などの運動機能訓練や、立ったり歩いたりなどの
基本動作訓練はもとより、各々の生活条件に即し
た排泄や更衣、入浴などの日常生活動作訓練を重
点的に行います。そのために必要な福祉機器を選
定し、ご家族にも介助のやり方の練習をお手伝い
します。必要に応じて退院前にご本人と共に自宅
訪問し、実践動作の確認や手すりなど環境整備の
お手伝いをします。

今後とも患者さんや
ご家族が安心して退院
できるよう、リハビリ時
間の拡大や技術・設備
の補充、自主トレーニ
ングのサポート強化な
どに努めていきます。
また、患者さんの入院
生活がより充実するよう病院の様々な職種が連携
して取り組んでいきます。そして、退院後の生活を
支えるご家族やケアマネージャーなど地域関係者
の方にご協力いただけるよう、積極的に情報交換
をさせていただきたく存じます。

（文：リハビリテーション課　出雲　靖史）

境、年齢的な変化、遺伝的な

素因、妊娠・出産などの関連

性が示されています。特殊な

要因によるものというより、ヒトがヒトらしく生活す

る以上、避けられない病気と言えるかもしれません。

症状としては、上記のような見た目の変化の他、うっ

血の程度が強い（＝太い血管で逆流が起こっている）場

合は、血管周囲の軟部組織や皮膚にも負担がかかって

くるようになるため、足がだるい、重い、むくみ、こ

むらがえり（足がつる）、皮膚の変色・硬化などの症状

が現れます。また、進行しても歩行障害や激しい痛み、

しびれ（神経障害）、足の壊死などに至ることはなく、

基本的に足以外の他の部位や臓器に影響をあたえるこ

ともありません（＝命にかかわるような病気ではあり

ません）。

このような病態の性質から、すべての静脈瘤に対し

て積極的に治療する必要はありませんが、残念ながら

自然に治る病気ではなく、有効な内科的治療（薬物療

法など）もありませんので、症状の軽減や病気の根治を

目指す場合には手術等の外科的治療が必要です。

症状は気になるけど、手術はあまり…という方には、

弾性ストッキングを用いた圧迫療法もあります。足（と

くにふくらはぎ）を適切に圧迫することによって、うっ

血状態が改善し、静脈還流が助長されますので、着用

中の下肢の症状の改善が期待できます。

文：外  科　眞野 勇記

下肢静脈瘤という病気をご存知ですか？ 「地域包括ケア病棟のリハビリテーション」

地域包括ケア病棟でのリハビリの役割

終わりに

そもそもリハビリってどんなことを
　　　　　　　　　やっているの？
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図1　足の血管の怒張 図2　下肢静脈瘤の像（ギリシャ　ア
スクレピオス神殿より出土）


